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南下してロスアンゲレスに師着し，西口の船待ちの闇に長川，高村，高木，3三

等と，モハ1べ沙漠で曉天に黄道光を槻箋｛したり，叉，ロス市内では，日系第

二世たちのパレ1ドや，勢働祭の行列等を見る機會を得ました。

　それから，私は九月6日，最初渡航の“照川丸”に憎々乗り込むこと」なり，

乗り合ひの岡野君も同じまNで，翌7日ロスアンゲレス港を出帆しました・船

は満船の荷物を積んで，二週間蝕の航路を，ほy“北緯35。の線に沿って取りっ

勘横波に多少揺れつL“けましたが，いよいよ日本に近づいた頃，・小笠原方面

から來る髄風におびやかされつS，巧みに其の影響を避けて，九月24日午後目

出たく冷点港内に入りました．

　前後一百日未満の族で，二二洋と，太西洋と，北米大陸とを往復し，あはた

y“しい國際風雲のみなぎる中に，幸ひ何の慈も無く，學會参列の使命を果し，

剰ヘル1テル遺跡の巡穐も終へ，健康を維持して，無事に元の郷國に蹄りまし

たことは，誠に幸輻でありました・此の陣中，見聞した黒占は決して多くはあり

ませんけれど，それでも，日支の事攣が駄聾心國に與へてるる影響や，14年ぶ

りに見る中之のありのまNの姿，叉，昨年から今年へ僅か一一・年の聞にも二化の

激しい米國の宿墨事情など，族でなければ獲られぬ印象を経験したのは有意義i

でありました．（絡）

　　　　　　　　　　長　田　政＝氏逝　く

　米國の南カリフオニヤに於いて大きV・農業を経菅する傍ら，天文學の趣味に

生き，1931年には一新彗星を獲記して，永く學界に其の名を白し，両ほ，我が

邦人のために外國に於V・て氣を吐きつNあった本誌員長田政二氏は・去る9月8

日，ロスアンゲレスの病院に於いて長逝したとの報知をHoward氏から得た・

哀悼に堪えない．長田氏は，人としても，天文家としても，既に可なり混く知

られた南加の名物男であって，自分が近年渡米する度毎に必ず遠い其の農場か

らやって來て，：互ひにロス市で會ふことを話しんでみた純眞な人であった・本

義の米國支部幹事であり，叉，米人肚會のだめにも献身的な人であった・“天界”

第11巻以前，屡々氏の爲眞や記事があり，最近は第207號にも口総爲眞として

現れてみる．（山本記す）


